
①宮城県女川町

2011年 3月11日午後２時46分、マグニチュード9.0 の

巨大地震が発生。そのおよそ30分後、20ｍもの大津波が

女川町を襲い、またたく間に市街地の大部分をのみ込んだ。

猛烈な濁流に砕け散る家屋、流される漁船、そして800名

を超える尊い町民の生命が失われ、筆舌に尽くしがたい光景

が広がり、自然の驚異に、なすすべもなかったそうです。

◆今年度の支援受入先について◆

②宮城県某中学校

被災後間も震度６強の余震が続き、数日の間電気が止まるなど

再び不便な生活を余儀なくされたそうです。

震災直後の時は、全国的に支援物資やみんなが無事に過ごせる

ようお願いする事が多かったはずです。

でも今ではあまり、報道もされずどんな生活を送っているのかを忘れがちになっています。

まだ、電車は正式に運転再開されていないです。（試運転は２月に実施）

まだまだ元の生活に戻るには時間がかかると思いますので、

微力かもしれませんが、私達ができることは、支援を続ける事、思い続ける事が大切だと思っています。

乗り越える絆、深めましょう。

写真
※パンフレットの際に掲載します


